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大学院教育学研究科 教育実践開発専攻 

    

    

    

    

特集「授業」 

本学教職大学院では，必修科目の多くを特

定連携協力校※１で実施しています。どの授業

も研究者教員と実務家教員※２が協働で進めま

す。今回は，６領域の共通必修科目と夏期集

中講義の様子を特集して紹介します。 

第１領域 「教育課程編成の理論と実践」 
（場所 上所小）    

担当担当担当担当：：：：宮薗衛宮薗衛宮薗衛宮薗衛，，，，小久保美子小久保美子小久保美子小久保美子，，，，高木幸子高木幸子高木幸子高木幸子，，，，兵藤清兵藤清兵藤清兵藤清一一一一    

 

４月 20 日，「教育課程って何？」，兵藤 

先生から問いが投げかけられ，授業が始まり

ました。この授業では，学習指導要領の歴史

的変遷に基づき，教育課程の構成要素，編成

対象，編成原理に対する理解を深めた上で，

各自の課題意識に基づいた教育課程編成案の

作成を通して，教育課程の編成・実施・評価

・改善の方法について学びました。さらに，

この成果を 11 月 19 日（土）に開催された上

所小学校研究発表会にて教職大学院ブリッジ

講座として公開し，教職員や地域の方々と協

議する機会を得ることができました。 

（高木幸子） 

・・・院生の声・・・ 

教育課程を編成する意義や目的を理論的，

実践的に学びました。教育課程を編成する際

には，子どもたちの未来の姿を想像しながら

育てたい子ども像を明確にすること，そして

目標と内容と方法をバランスよく組織するこ

との必要性を改めて感じました。講義の中で

は，実際に各自が教育課程の編成案を作成し

ました。疑問点・改善点などを他の院生と検

討する中で，カリキュラムマネジメントにつ

いても意識する機会をもつことが 

できました。（教育実践コース※３ 

現職院生※４ 木村杏子） 

 

    

    

    

第２領域 「授業研究の理論と実践」 
（場所 浜浦小） 

担当担当担当担当：：：：小久保美子小久保美子小久保美子小久保美子，，，，高木幸子高木幸子高木幸子高木幸子，，，，一柳智紀一柳智紀一柳智紀一柳智紀，，，，井口浩井口浩井口浩井口浩，，，，

兵藤清兵藤清兵藤清兵藤清一一一一    

 

この授業では，浜浦小での研究授業・協議

会に参加し，浜浦小の授業実践から学ぶこと

を大切にしています。具体的には，先生方が

どのように授業を分析し，協議しているのか

を学び，さらに子どもの学びや教師の授業デ

ザイン，教材解釈等，参観した授業について

幅広く議論を行いました。こうした学びを活

かすために，院生自身が授業を実施し，その

協議会もデザインする機会を設けています。 

このように，実際の授業に基づいて授業を

分析する理論や方法を学び，授業改善に向け

た知見を自ら生み出すことで，院生各自の実

践につながることを期待しています。 

（一柳智紀） 

・・・院生の声・・・ 

特定連携協力校である新潟市立浜浦小学校

を学びのフィールドとしながら，教室場面に

おける子どもの学びの実態から授業分析を行

いました。参観した授業の具体的な事実から

理論的な視点に基づく分析を通して，授業へ

の理解を広げることができました。また，

ディスカッションを中心に据えた演習形式の

授業の中で，自校や自身の授業における課題

と照らし合わせながら考え，実践につなげる

ことを目指し，学びを深めました。 （教育

実践コース 

現職院生 

齋藤誠也） 
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第３領域 「発達理解の理論と実践」 
（場所 上所小） 

担当担当担当担当：中島伸子，：中島伸子，：中島伸子，：中島伸子，吉澤克彦吉澤克彦吉澤克彦吉澤克彦，，，，松井賢二松井賢二松井賢二松井賢二，，，，横山横山横山横山知行知行知行知行    

    

授業は，乳幼児期から思春期までの子ども

の発達を扱いました。小中高の教員が当該時

期の児童生徒の発達だけでなく，乳幼児期か

らの発達を追うことで，児童生徒の状況を理

解するための広がりを持った視点を獲得する

ことを目指しました。 

ジグゾー法などを用いた協議と講義とを組

み合わせて授業を構成しました。内容として

は，認知能力や学びに向かう力の発達理解と

支援の在り方について，乳幼児期，幼小接続

期，小中接続期など，発達期ごとの特徴を捉

えた上で学校現場における課題を踏まえて考

察しました。また，幼稚園や幼小連携，キャ

リア教育，脳科学，愛着障害，不適応といっ

た視点もゲストティーチャーの講義などで扱

い，考察の幅を広げ，発達理解を掘り下げて

いきました。ゲストティーチャーは，附属幼

稚園や県内小学校の教員，医学部協力教員な

ど延べ７名。さらに，特定連携協力校の上所

小学校での参観授業を踏まえて考察を行うな

ど，理論と実践の往還を実現できたと考えて

います。       （吉澤克彦） 

    

・・・院生の声・・・ 

この講義では，幼児期から児童期にかけて

子どもがどのような過程をたどって成長して

いくのか，ということを学びました。私は，

これまで，「学校教育を通じて子どもにどの

ような力を身につけさせるのか」という視点

を中心に勉強や実践を行ってきましたが，こ

の講義を通じて，「幼児期から育んできた子

どもの力を学校教育の中でどうやって伸ばし

ていくか」という新たな視点をもつことがで

きました。 

（教育実践コース 学部新卒院生※４ 

長谷川美鈴） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３領域 「生徒指導の課題と実践」 

（集中講義）    
(場所 五泉市福祉会館，村上市文化会館， 

新潟市教育相談センター) 

担当担当担当担当：：：：神村栄一神村栄一神村栄一神村栄一，，，，吉澤克彦吉澤克彦吉澤克彦吉澤克彦 
    

五泉市（8 月 2 日），村上市（同 4 日），新

潟市（同 18 日）に，教育委員会・相談セン

ターのご協力を得て実現した授業でした。現

職院生３名には，所属先の学校学区の先生方

と共に，チーム・連携関係で対応している

「進行中」の事例提供をしてもらいました。

有り難いことに，会場の市内学校からも，困

難事例への支援をリアルに報告いただきまし

た。参加者全員が「守秘義務遵守の誓約書」

に署名し，緊張感ある中での授業でした。理

想や理論でなく，実際の事例を教材にひたす

ら実践力を高めるための演習が繰り返されま

した。校内事例検討の進め方そのものも検討

の対象とされました。実践なき評論家はどこ

でも「初めから結論ありき」となります。自

己〇〇感などの抽象語，家庭の教育力などの

言い訳を並べたがります。現場で子どもたち

に変化を生むためには具体的に何が必要か。

履修院生の授業感想から，それぞれに学ぶも

のがあったことがう 

かがえました。あら 

ためて，ご協力いた 

だきました皆様に感 

謝申し上げる次第で 

す。（神村栄一） 

 

・・・院生の声・・・ 

進行中の事例を持ち寄り，院生と小中高教

員や相談員，専門家等が熱心に議論する会は

問題解決だけでなく，相互の学びや連携強化

に資する貴重な機会となりました。特に印象

的だったのは，相談員がわずかな情報を基に

方針を定め，関わりの中で支援していく事例

です。問題の背景等の情報は欲しいものです

が，限られた情報の中でも見 

立て，共有し，誰が・何を等 

具体的な役割分担まで含め， 

次の一手を決められることが 

大切だと学びました。 

（教育実践コース 

現職院生 金子暢也） 
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第４領域 「地域教育経営の理論と実践」 
（場所 小針中） 

 担当担当担当担当：：：：雲尾周雲尾周雲尾周雲尾周，，，，高橋雄一高橋雄一高橋雄一高橋雄一 

    

生涯学習社会の実現という観点から学校内

外の教育資源の選択と活用をとらえなおし，

地域協働，教職員の力量開発・向上にもつな

げる「地域教育経営」の概念を形成し，感覚

を研磨しようとしています。 

経営とは何かを明らかにするために経済学

部の教授，財政的視点から学校経営を分析す

るために新潟市の管理主事から講義を受け，

その上に立って，実際の学校経営に携わる特

定連携協力校中学校区の中学校長と近隣校の

小学校長によるシンポジウムの開催という講

義構成は極めて斬新です。 

一方で，院生は自分の中学校区を講義等で

学んだ視点から見直し，ルーブリックによる

「デザイン・実践」を活用して，学校教育の

地域における資源等の活用・連携を構想して

います。これら一連の学びによって育成され

る学校経営観と具体的な連携デザイン力こそ

これからの地域と共に歩む学校づくりを主体

的に担わなければならない教員の重要な資質

・能力の育成に大きく寄与するものと考えら

れます。 

（高橋雄一） 

    

・・・院生の声・・・ 

経済学部の教授や現場の校長先生，教育委

員会管理主事から具体的な事例を基に，学校

経営に必要な視点を学ぶことができました。

また，SWOT 分析を用いて自校の課題分析をし，

課題解決のプロセスを学ぶこともできました。

学校経営に求められていることを実効性のあ

るものへと高めていく方法を知り，学校改革

への意欲を高めることができました。 

（学校経営コース※３ 

現職院生 舘岡信也） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５領域 「地域の教育課題と学校・教師」 
(場所 浜浦小)    

 担当担当担当担当：：：：相庭和彦相庭和彦相庭和彦相庭和彦，，，，雲尾周雲尾周雲尾周雲尾周，，，，向山恭一向山恭一向山恭一向山恭一，，，，金子淳嗣金子淳嗣金子淳嗣金子淳嗣    

    

本授業の目標は，「地域社会における学校

・教師の役割を地域創生・伝統文化の継承・

人権の尊重の観点から理解し，それを教育実

践活動に生かすことができるようになること」

です。 

 この目標を達成するため，地域の教育課題

にかかわる問題提起を基に，小グループで熱

い議論を交わし，新たな学びを全員で共有す

ることを大切にしました。 

 また，院生一人一人の見方や考え方が広が

り，学びが深まるよう，講師を招いて国際理

解教育のワークショップを開き，自分たちが

決めたテーマでワークショップづくりに挑戦

する機会を設けました。 

 さらに，地域の活動に積極的に目を向けて

いくことができるよう，新潟市の先進的な生

涯学習関連施設（中央図書館，若者支援セン

ター，生涯学習センター，中央公民館）の見

学を行いました。 

 このような多様な学びを通して，地域社会

における学校・教師の役割を見つめ，それぞ

れの実践に生かしています。 

（金子淳嗣） 

    

・・・院生の声・・・ 

大学の先生方からの理論の学びは勿論のこと，

外部指導者による講義やワークショップ，新潟

市内の地域教育計画の説明や諸機関を回るフィ

ールドワーク等，主体的な学びや多くの気づき

を得ることができました。 

それらの学びの中で，時代背景や地域社会

の変化，地域の伝統文化を把握しながら，柔

軟な地域教育計画を推し進める必要性を強く

感じました。それは，学社民の融合による地

域教育力向上にもつながると思っています。    

（学校経営コース 

現職院生 大矢康之） 
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第６領域 「通常学級における 

特別支援教育の実際Ⅱ」 
(場所 大学)    

担当担当担当担当：：：：長澤正樹長澤正樹長澤正樹長澤正樹，，，，古田島恵津子古田島恵津子古田島恵津子古田島恵津子    

    

今学校では発達障害特性をはじめ，特別な

教育的ニーズを有する児童生徒が増えていま

す。ひとりひとりのニーズに合った教育を提

供することも大事ですが，多様性に対応する

学級経営や授業実践も大事です。 

「通常学級における特別支援教育Ⅱ」では，

多様性に対応できる学級経営や授業づくりの

基になる理論として，「学習のユニバーサル

デザイン」を中心に展開しています。もちろ

ん理論を講義形式で説明するだけではなく，

実際に指導案を作成し，その内容についてグ

ループで議論し合う活動も取り入れています。

院生の皆さんが，この授業での学びから，さ

らに研鑽を重ね，これからのインクルーシブ

教育システムの時代にふさわしい実践ができ

るようになることを期待します。 

（長澤正樹） 

 

・・・院生の声・・・ 

保護者との適切な連携を図るための連絡方

法の検討や，子どもが成功体験を持てるよう

な学習課題の設定と教師による声がけ等，講

義内容を受けて，活発に意見交流をしていま

す。この毎回の意見交流を通して，「目線を

合わせて会話する」，「小さな変化や頑張り

を見つけて褒める」等，通常学級担任がちょ

っとしたことを日頃から意識するだけで，子

どもの学びの環境が劇的に違ってくることに

気づかされます。 

（学校経営コース 

現職院生 兒玉かおる） 

    
    

    

    

【編集後記】    

今回は，本学教職大学院の授業の一 

部を紹介しました。紹介文から，実際 

の授業の様子がイメージできたでしょ 

うか。私も，より充実した授業づくり 

に取り組まなければと，決意を新たに 

しました。（長澤正樹） 

    

    
◇◇◇◇    用語注釈用語注釈用語注釈用語注釈    ◇◇◇◇    
※１ 特定連携協力校・携協力校 

 ともに現職院生が在籍する学校のことで，特定連携協

力校には，勤務しながら院で学ぶ教員が在籍し，そこ

で大学の授業も行われる。 

※２ 研究者教員，実務家教員 

 研究者教員とは，専門分野の研究に携わっている教員

を指す。実務家教員とは，教職等の実務経験を有する

教員を指す。これらの協働により「理論と実践の融合」

という理念の実現を図っている。 

※３ 学校経営コース，教育実践コース 

 学校経営コースは，勤務校でスクールリーダーとして

の役割を果たし得る人材を育成するコース。教育実践

コースは，授業実践や教育相談，特別支援等の力量を

他者と協調しながら向上できる人材を育成するコース。 

※４ 現職院生，学部新卒院生 

 現職院生とは，教職に就いていて学んでいる者，学部

新卒院生とは，ストレートマスターとも呼び，学部か

ら一般試験を経て在籍している者を指す。 
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基調講演基調講演基調講演基調講演    

講師講師講師講師    文部科学省大臣官房文部科学省大臣官房文部科学省大臣官房文部科学省大臣官房総括総括総括総括審議官審議官審議官審議官    

                義本義本義本義本    博司博司博司博司    様様様様    

9：50～10：30 教育学部 E 棟 1F 大講義室 

シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム    10：40～12：15 

テーマテーマテーマテーマ    「教育の未来と教職大学院の役割：「教育の未来と教職大学院の役割：「教育の未来と教職大学院の役割：「教育の未来と教職大学院の役割：    

これからの新潟の教育について語り合おう」これからの新潟の教育について語り合おう」これからの新潟の教育について語り合おう」これからの新潟の教育について語り合おう」    

ポスターセッションポスターセッションポスターセッションポスターセッション 13：10～14：40 

ラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブル   14：50～16：20 

情報交換会情報交換会情報交換会情報交換会((((懇親会懇親会懇親会懇親会)))) 17：00～19：00 

お申し込み・お申し込み・お申し込み・お申し込み・お問お問お問お問いいいい合合合合わわわわせ先せ先せ先せ先        
電話：電話：電話：電話：025025025025----262262262262----7227722772277227    ((((中島中島中島中島))))    FAXFAXFAXFAX：：：：025025025025----262262262262----7777111177770000    

EEEE----MailMailMailMail とととと URLURLURLURL はははは下記のとおり下記のとおり下記のとおり下記のとおり     
詳しくは HP で！ 

次号の予告 
「平成 28 年度 にいがた教育フォーラム in March  

2017」の内容を紹介する予定です。 お楽しみに。 


